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日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブ ホームページ         http://www.hitachi-rika.com 

 

今後、社友クラブの皆様方は健康に留意し、余生を
楽しむだけではなく、社会のために何が出来るのかを
考えながら生きていきたいものです。 
最後に、皆様並びにご家族の方々のご健勝とご多幸

を心よりお祈り申し上げます。 新しい時代に対応して 
支部長  久野 勝邦 

明けましておめでとうございます。昨
年末の衆議院総選挙の結果をみると、日
本の流れも安定しつつあるようにみえ

ます。これからは更なる積極的な政策によって、日本
が発展する方向に向かうことを願っています。 

昨年は、当社と三菱重工との合弁会社が設立され
て、日立事業所の大部分が新会社に移りました。 
幸い、残された日立事業所並びに県内各事業所のご支
援の下、現在は我々茨城支部も、ほぼ従来の状態のま
まで順調に運営しています。今年は、現在の同好会本
部建屋の老朽化に伴い、今後はどこに拠点を移すかに
ついて検討していきたいと考えています。 

日立社友クラブ茨城支部の皆様方には、現役の時代
に活躍し、退職後も各種同好会に参加し、種々活躍し
ておられる方々が多く、三か月に一度発行される「茨
城支部便り」も読み応えのある素晴らしいものになっ
ています。 

今後は、少子高齢化の下で、地方を元気づける地方
創生策が、政府レベルで検討されています。地方創生
策としては、単に政府レベルで考えただけでは無理で
あり、｢自然学｣(科学技術)そして｢経済学｣の知見が重
要です。茨城地域を活性化させるための多方面への方
策案を、我々の知恵で創り出せればこれに優るものは
ないと思います。 

新年を迎えて 

茨城支部からのお知らせ 

第 64-1回 日立社友クラブ理事会報告 
開催日：平成 26年 12月 11日(木) 
議 事：新入会員 95 名、物故者・辞退者 64 名で会
員総数は 6,350名となった。第 64回定時総会が 10
月 3 日ホテルニューオータニで開催され、過去最
高の 1,010名が出席された。茨城支部便り第 49号
が紹介され、好評であった。日立家電品ご愛用感
謝特別セールの実績報告があり、日立 OBの社販購
入金額が 13億円を越え､お礼の言葉があった。 

平成 26年 12月 茨城支部役員会報告 
開催日：平成 26年 12月 12日(金) 
議 事：新入会員候補 16名の入会が承認され、会員
総数は 1,095 名になった。茨城支部では、若手会
員の入会を重点的に推進しており、皆様からも OB
会等で入会勧誘をお願いします。 

茨城支部総会のご案内 
平成27年度第113回茨城支部総会の開催を以下に予

定しています。一年ぶりに皆様との語らいを楽しみに、

多数のご参加をお待ち申し上げます。 
１．期日：平成 27年 5月 22日(金) 11:10～14:30 

２．会場：ホテル天地閣 
★詳細内容は別途後報致します。 

 

｢雪の好文亭｣ 

撮影者：横須賀 元也 
撮影日：平成 26年 2月 8日 
カメラ：Canon PowerShot SX150 IS 
シャッター速度：オート 絞り：オート 
場所：水戸市 偕楽園 
撮影余話：当日は前夜から雪が降り続い

ていたが車は走れそうだったので、家
から車で15分ぐらいの距離の偕楽園本
園と､その下にある偕楽園公園で写し
た中の一枚である。以前はキャノンの
一眼レフを使っていたが、今はコンパ
クトデジカメでもちゃんとした写真に
なるので、数年前から愛用している。
雪の偕楽園は平成22年に梅が咲いてい
る時に写してから２回目である。双方
とも小生のホームページ｢イバイチの
旅のつれづれ｣に他の多くの写真とと
もに載せてある。 
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シ
ュ
ッ｣

こ
れ
は

日
本
刀
を
切
り
下
ろ

し
た
瞬
間
刃
先
が
大

気
を
つ
ん
ざ
く
と
き

発
す
る
音
で
あ
る
。 

二
十
年
前
に
こ
の

空を切る刃先音に魅せられて 
《居合道二十年》           髙橋 昌也 

音
に
魅
せ
ら
れ
て
、
夢
想
神
伝
流
居
合
道

に
入
門
し
、
現
在
全
日
本
剣
道
連
盟
段
位

六
段
、
称
号
錬
士
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
毎
週
二
回
道
場
に
通
い
汗
を
流
し

て
い
る
。
参
考
ま
で
に
全
日
本
剣
道
連
盟

(

剣
道
、
居
合
道
、
杖
道
で
構
成)

で
の
段

位
、
称
号
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い

る
。
習
熟
度
に
よ
り
、
初
級
、
初
段
、
二

段
・
・
・
八
段
と
段
位
が
授
与
さ
れ
る
。

ま
た
剣
理
、
識
見
の
練
達
に
よ
り
、
錬
士
、

教
士
、
範
士
の
称
号
が
授
与
さ
れ
る
。 

更
に
、
日
本
全
国
で
年
間
に
さ
ま
ざ
ま

な
居
合
道
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
日

頃
の
稽
古
で
練
っ
た
技
を
人
前
で
披
露

し
、
確
か
な
目
を
持
っ
た
高
段
者
に
ゆ
だ

ね
て
技
の
錬
度
を
判
定
し
て
も
ら
う
等
、

居
合
道
修
行
者
に
と
っ
て
試
合
は
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ラ
ス
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。 

道
、
空
手
な
ど
の
武
道
の
修
練
は
、
相
手

を
必
要
と
し
そ
れ
ぞ
れ｢

型｣

は
持
っ
て
い

る
が
、
主
流
は
自
由
組
手
で
あ
り
、
勝
敗

の
決
着
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
の
点

居
合
道
は
武
道
と
し
て｢

型｣

を
重
視
し
、

適
切
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
納
得
い
く
ま

で
自
由
に
修
練
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

す
な
わ
ち
居
合
道
は
①
年
齢
性
別
を
問

わ
ず
、
②
型
稽
古
で
あ
る
た
め
、
独
り
で

何
処
で
も
何
時
で
も
修
練
で
き
、
③
古
来

伝
承
の
武
道
と
し
て
奥
行
き
の
深
い
極
み

が
あ
り
、
④
心
身
の
健
全
性
を
維
持
、
発

展
さ
せ
る｢
生
涯
修
練｣

の
で
き
る
武
道
で

あ
る
。 

「
竹
刀
と
日
本
刀
」 

剣
道
と
居
合
道
の
違
い
を
よ
く
人
に
聞

か
れ
る
が
、
決
定
的
な
違
い
は｢

打
つ｣

か

｢

切
る｣

か
で
あ
る
。 

剣
道
と
居
合
は
車
の
両
輪
と
例
え
ら
れ

る
。
剣
道
で
は
竹
刀
、
居
合
道
で
は
日
本

刀
を
使
用
し
て
い
る
。
居
合
道
に
お
け
る

日
本
刀
の
材
質
は
鉄
で
、
真
剣
は
和
鉄
を

用
い
て
古
来
の
日
本
刀
製
法
に
基
づ
い
て

製
錬
さ
れ
て
作
ら
れ
る
も
の
で
、
峰
の
方

を
厚
く
刃
の
方
を
薄
く
し
、
そ
り
を
付
け
、

武
器
と
し
て
優
れ
た
特
性
を
持
っ
て
い

る
。
剣
道
に
お
け
る
竹
刀
は
、
四
枚
の
ま

っ
す
ぐ
な
竹
を
組
ん
だ
も
の
で
安
全
に
打

つ
こ
と
が
で
き
る
。 

居
合
道
は
仮
想
敵
を
設
定
し
、
日
本
刀

で
の
攻
防
を
想
定
し
な
が
ら
勝
つ
た
め
の

会員投稿（第４８回） 

て
き
た
偉
大
な
先
人
た
ち
が
い
た
。 

昭
和
四
十
四
年
に
は
、
各
流
派
の
共
通

技
、
特
長
を
取
り
入
れ
、
全
日
本
剣
道
連
盟

居
合
が
制
定
さ
れ
た
。
現
在
で
は
試
合
、
審

査
は
全
日
本
剣
道
連
盟
居
合
が
主
体
に
な

っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
居

合
は
少
年
、
少
女
、
中
高
年
な
ど
、
か
つ
て

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
幅
広
い
層
に

ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。 

「
生
涯
武
道
に
つ
い
て
」 

今
や
人
生
八
十
年
時
代
に
お
い
て
、
生
涯

を
通
じ
て
健
康
で
充
実
し
た
人
生
を
送
る

こ
と
は
、
個
人
と
し
て
も
社
会
と
し
て
も
避

け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
一
生
涯
成
長

を
つ
づ
け
ら
れ
る
武
道
は
、
こ
の
要
求
に
最

適
な
身
体
運
動
と
考
え
ら
れ
る
。 

武
道
の
実
情
を
調
べ
て
み
た
。 

平
成
二
六
年
三
月
に
行
わ
れ
た
剣
道
八
段

昇
段
審
査
の
受
審
者
は
一
、
〇
一
六
名
、
そ

の
う
ち
七
十
歳
以
上
が
九
六
名
、
六
十
歳
以

上
四
一
五
名
、
五
十
歳
以
上
四
〇
七
名
が
参

加
し
た
。 

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
居
合
道
よ
り

激
し
く
闘
う
剣
道
で
さ
え
、
八
段
受
審
者
の 

半
数
以
上
が
六
十
歳
以
上
の
剣
士
た
ち
で

あ
る
。
こ
れ
は
武
道
は
生
涯
学
習
に
適
し
て

い
る
こ
と
の
証
明
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

か
ら
も
居
合
道
を
生
涯
の
友
と
し
て
自
分

を
磨
い
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 

｢夢想神伝流｣を演武す
る筆者 (平成 25 年関
東甲信越居合道大会) 
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全日本剣道演武大会で演
舞する筆者(平成 26年) 

全日本剣道演武大会風景
(平成 26年) 

代
表
的
な
大
会
は
毎
年
五
月
に
行
わ
れ

る
全
日
本
剣
道
演
武
大
会
が
あ
る
。
平
成

二
十
六
年
に
は
一
〇
八
回
を
数
え
、
明
治

か
ら
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
大
会
で
あ
り
京

都
平
安
神
宮
の
武
徳
殿
で
剣
道
、
居
合
道
、

杖
道
な
ど
が
演
武
さ
れ
る
。 

「
居
合
道
と
は
」 

居
合
と
は
刀
身
が
鞘
に
納
ま
っ
て
い
て

ま
だ
抜
か
れ
て
い
な
い
状
況
で
自
分
に
向

け
ら
れ
た
不

意
の
斬
撃
、
刺

突
に
応
じ
る
、

も
し
く
は
相

手
の
機
先
を

制
し
て
鞘
離

れ
の
一
刀
を

放
つ
と
い
っ

た
技
法
を
根

幹
と
し
た
武

道
で
あ
る
。 

剣
道
、
柔

業
を
修
練
す
る
。
剣
道
は
防
具
を
つ
け
竹
刀

を
使
い
、
面
、
小
手
、
胴
、
突
き
の
定
め
ら

れ
た
打
突
部
位
を
狙
っ
て
の
攻
防
を
展
開

す
る
。｢

切
る｣

と｢

打
つ｣

、｢

刀｣

と｢

竹
刀｣

、

目
的
も
道
具
も
違
う
の
で
、
そ
こ
に
見
ら
れ

る
技
術
は
全
く
別
物
で
あ
る
は
ず
。｢

打
つ｣

は
対
象
を
と
ら
え
た
と
こ
ろ
が
終
点
で
、

｢

切
る｣

は
対
象
を
と
ら
え
た
と
こ
ろ
が
出

発
点
に
な
る
と
こ
ろ
に
違
い
が
あ
る
。
居
合

道
は
打
つ
技
術
よ
り
、
切
る
技
術
の
把
握
が

必
要
に
な
る
。
ま
た
刀
の
も
っ
と
も
切
れ
る

部
分
が｢

物
打
ち｣

と
言
わ
れ
、｢

切
っ
先
三

寸｣

と
か｢

刀
身
の
先
端
か
ら
三
分
の
一
の

あ
た
り｣

と
か
言
わ
れ
て
い
る
。 

｢

物
打
ち｣

が
敵
に
当
た
っ
て
か
ら
、
刀
の

柄
を
両
手
で
絞
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
古
畳
表
を
使
っ
て
真
剣
切
り
を

試
し
て
み
た
。
た
か
が
畳
表
を
丸
め
た
も
の

と
安
易
な
気
持
ち
で
振
り
下
ろ
し
た
途
端
、

刃
筋
が
不
安
定
の
た
め
刀
が
畳
表
の
中
に

途
中
で
と
ま
っ
て
し
ま
い
、
抜
く
こ
と
も
で

き
な
く
て
立
ち
往
生
し
た
り
、
間
合
い
を
取

り
過
ぎ
て
空
振
り
し
て
、
自
分
の
足
指
を
切

り
つ
け
た
り
、
両
手
の
握
り
が
弱
い
た
め
刀

が
は
じ
か
れ
て
飛
ば
さ
れ
た
り
、
刀
を
曲
げ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
等
、
自
分
の
刀
か
ら
身

を
守
る
こ
と
を
ま
ず
習
得
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
間
合
、
物
打
ち
、
手
の
内
、
振

り
下
ろ
す
角
度
を
、
と
っ
さ
の
時
で
も
保
持

で
き
る
よ
う
鍛
錬
が
必
要
で
あ
る
。 

「
居
合
道
の
歴
史
」 

居
合
の
起
源
は
古
く
奈
良
朝
あ
る
い
は

平
安
時
代
初
期
に
そ
の
芽
生
え
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
武
術
流
租
録
な
ど

に
よ
る
と
、
林
崎
甚
助
重
信(

一
五
四
九
生
）

を
抜
刀
術
の
始
祖
と
し
て
い
る
。 

林
崎
の
流
れ
か
ら
、
夢
双
直
伝
英
信
流
、

夢
想
神
伝
流
、
と
い
う
現
在
の
居
合
道
の
中

心
を
な
す
流
派
が
生
ま
れ
、
田
宮
流
、
関
口

流
な
ど
も
派
生
し
て
い
る
。
ま
た
伯
耆
流
、

新
隠
流
、
関
口
流
、
水
鷗
流
、
無
外
流
、
田

宮
流
な
ど
現
在
引
き
継
が
れ
て
各
流
派
に

も
自
ら
の
業
に
磨
き
を
か
け
、
後
世
に
伝
え



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

料理教室に入会して、間もなく１年にな
る。私の料理には少しだけ馴染みがある。
約 15年前柏崎で、３年間の単身生活で自炊
し自分が決めた材料で、勝手気ままに料理

「料理」         小野瀬 秀夫 

を作り、一人で食べていた。本格的な料理の勉強をした
く、この教室に入会した。月１回の参加だが勉強になる。 
新たに高橋先生を迎え、料理は、和食､洋食､中華風と

デザート作りです。参考までに、料理のレシピを紹介す
ると、１品目はさんまの蒲焼丼、２品目は大根と帆立の
サラダ、３品目のデザートはケーキで、たくさん作りお
土産として持ち帰り、家族からは大変喜ばれた。 
暑気払いと忘年会は盛大に開き、二班に分かれての蕎

麦打ち(金砂郷の秋そば粉)、山形風芋煮つくり、｢キン
ピラ｣の出来栄えはバッチリ、特に芋煮などはおかわり、
おかわりの連発で、好評を博した。 
今後、腕を磨きながら、家庭では一日一食ぐらいの食

事は｢俺が作る｣を目標にして！！ 

同好会行事に参加して 

売業者-中内 功氏が｢主婦の店-ダイエ－｣を昭和 32年
に開設し、才幹、才覚と超ワンマン的活動で 15年目に
三越百貨店の売上高を超え、23年目に売上高 1兆円を
突破し、日本一の小売業といわれたそうであります。
しかしその前後より、プロ野球や本業以外の分野にも

まことに侘しく感じられます。後継者に恵まれなかっ
たので｢ダイエ－｣は消滅型栄枯盛衰の近年最大例であ
ろうと思います。 
日立電線問題やモ－ルド部門の論説は現状では問題

があると思いますので省略しました。ただ生い立ちか
ら消滅するまでの期間を略記します。 
日立電線は、小平主事(後に社長)が倉田主税係員(後

に第2代社長)に生産化を指示して日立電線㈱が社名消
滅するまで 95年、モールドは高尾工場長がベ－クライ
トのサンプルを入手して検討してから工場閉鎖するま
で 72年間でした。共に再興復帰可能型の栄枯盛衰グル
－プに属せるようになって欲しいと思います。 

注力して業容の拡大
を推進しているうち
に環境が変わって平
成10年より赤字経営
になり以後凋落の一
途を辿り、ついに経
営上の同業者｢イオ
ン｣の傘下に入り、平
成27年には社名が消
滅するといわれてい
て、創業以来 58年で

自宅で新聞・雑誌のスクラップ
作りに励まれる筆者(96歳) 

３ 

リレー随筆（５０） 
過ぎし栄枯盛衰を想う     松井 千里 

かけです。 
当時は勝田駅の近くの何処かの組合のオンボロ建屋

を借りての講義でした。今は、ワークプラザ勝田と云
うＰＣを 12 台程備えた立派な教室で何時も満杯な状
態の講義です。そこで味を占めて、日立地区のＰＣ基
礎講座を受けるようになってから、冒頭に記ました様
に、次から次へと新たな講座を受ける様になり、今で
は基礎講座、シニアＰＣ、専門講座と併せて４講座に
お世話になっています。そんな私のＰＣを楽しむ発祥
の地が“勝田パソコン教室”です。 

「勝田ＰＣ」        加藤 格司 

 日立社友クラブの茨城支部は“パソコン
教室花盛り”です。つい先日、日立でのＰ
Ｃ基礎講座に投稿したら今度は勝田ＰＣ
教室からの依頼がきた。 

その時にも書きましたが、勝田ＰＣは、私のＰＣ勉強
の発祥地です。それは、既に 20 年近くも講師を務めて
いる同窓同期の渡部喜久雄君から勧められたのがきっ

私は昭和 11 年入社し、今年 96 歳に
なりました。青壮年時代の 54年間、一
貫して合成樹脂製造加工部門の業務に
服しましたので日本の合成樹脂業界の
黎明期、発展期に幾多の会社の変遷を
見聞しました。 

米寿を迎えてから新聞・雑誌のスクラップ作りに励
んでおりますが、最近のニュ－スでかつて日本一の小
売業といわれたス－パ－の｢ダイエ－｣が破綻し、会社
名が消滅するとのことで大変驚いた次第です。また社
内報で日立電線㈱が昭和 31年に独立した時、同時に独
立した日立金属㈱に合併され、平成 25年に社名が消滅
したこともわかり驚愕しました。そこで私は往年勤務
した日立合成樹脂｢モ－ルド部門｣が日本屈指の大成形
工場を擁しながら経営不振で平成 16年閉鎖したことを
想起し、企業の栄枯盛衰を反省してみた次第です。 
古くから栄枯盛衰が繰り返されてきたのは広義の人

間の欲望と油断大敵に起因すると思われます。その結
果として悪い例には｢驕る平家は久しからず｣ ｢生者必
滅｣などの運命論的論及がなされ、消滅型栄枯盛衰と分
類しました。また当事者の資質、才能、努力によって｢禍
福はあざなえる縄の如し｣ ｢人事万事塞翁が馬｣の諺の
ように再興復帰可能型の栄枯盛衰もあります。 
｢ダイエ－｣の破滅は朝日新聞によると小さな街の小

会 員 のたより  

「シニアＰＣ」        須江 二郎 
 シニアＰＣには１年ほど前から参加し
ています。年配の方が多く参加していて講
師の方々がゆっくりと丁寧に説明をして
いただきますから、目、耳などが弱くなっ

て不自由していても、受講者の立場にたった講座の進
め方をしていただくので大変ありがたいと思います。 
ワード、エクセルなどで、文章、表計算などの今ま

で知らないでいた簡単操作などを、解り易く実際のＰ
Ｃ操作で指導していただくので参考になっています。 
特に最近のＩＴ関係の進歩は著しくてなかなかつい

て行けません。普段自宅でＰＣ操作をしているとつま
づいてどうにも前に進めない時があります。 
このような時に“ＰＣ何でも相談”を活用できます。

自宅でＰＣを前に途方に暮れていたことが、見事に解
決していただくことによってまた次に挑戦する気持ち
が出てきます。今ではＰＣ難問解決のなくてはならな
い講座です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡致します。) 

グループ名 連   絡   先  
実施日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
2 月 3 月 4 月 

野鳥自然観察 
グループ 

藤原延弘 0294-34-4039 
ntit.fjwr@nifty.com 

16(月)   涸 沼 9:00～ 
参加費:\300/回 
原則雨天中止 

 16(月)  高戸海岸 9:00～ 

  27(月) 水沼ダム 9:00～ 

囲碁の会 

日立 
地区 

助川一弥 0294-24-3768 
kazy.sukegawa@net1.jway.ne.jp 

11(水) 
 11(水)   
大会 

8(水) 
同好会本部 

10:00～ 
（大会 
9:30～) 

参加費:\100/回 
大会:\1000 

25(水) 25(水) 22(水) 
勝田 
地区 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

19(木) 19(木) 
16(木)
大会 

大島コミュニティ
センター 

9:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
澁口七郎 0294-43-5134 
s-shibuguchi@net1.jway.ne.jp 

 9(月)  9(月) 13(月) 
明治商会 10:00～ 参加費:\1700/回 

23(月) 23(月) 27(月) 

卓球クラブ 
綿引邦彦 0294-37-1491 
perroygato4923@net1.jway.ne.jp 

 4、18、 
25(水) 

 4、11、 
18(水) 

 1、8、 
15(水) 

会瀬体育館 
9:00～ 
12:00 

参加費、会場費等 
まとめ:\2500/年 

デジカメ 
クラブ 

高原邦明 0294-53-7101 
k-takahara@rio.odn.ne.jp 

2(月) 2(月) 6(月) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費:\1000/回 
昼食代含む 

写真五七五 
八巻秀雄 0294-34-4173 
yamaki@green.ocn.ne.jp 

6(金) 6(金) 3(金) 
大久保 

交流センター 
9:00～ 
12:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

ＨＰの会 
中村 進 0294-52-5525 
ssm2332@knh.biglobe.ne.jp 

3(火) 3(火) 7(火) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

基礎講座 
山田和夫 0294-22-3950 
k-yamada@bb.wakwak.com 

10(火) 10(火) 14(火) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

勝田地区 
渡部喜久雄 029-282-7633 
kikuo_wa@d1.dion.ne.jp 

24(火) 24(火) 28(火) 
ひたちなか市 
ワークプラザ 

13:15～ 
16:00 

参加費：\700/回 

シニア 
パソコン 

山田和夫 0294-22-3950 
k-yamada@bb.wakwak.com 

16(月) 16(月) 20(月) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

PSE13講座 
安田 出  0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

20(金) 20(金) 17(金) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

Excel マクロ
講座 

26(木) 26(木) 23(木) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

 

同好会の行事ご案内（２月～４月） ２．第６０回 歩こう会 
         [日立多賀の桜花めぐり] 
常陸多賀駅を基点にして、日立市多賀地区の桜を観

賞しつつ、桜川上流から河口の要害まで桜をメインに
普段気付かない付近の桜を再発見しながら歩きます。 
・開 催 日：平成 27年 4月 9日(木) 

雨天の場合は 4月 16日(木) 
・集    合：常陸多賀駅 スタート 10：15 
      (JR上り 10：09着、下り 10：05着) 
・コ ー ス：常陸多賀駅→駅前通り→大久保小学校 

→とざわ児童公園→桜川桜公園→多賀中学校 
→さくら通り→要害クラブ(昼食)→常陸多賀駅 
14：00着解散  総距離約 6.8km、平坦地 

・持 参 品：弁当、飲物、雨具等 
・参加会費：200円(非会員はプラス 300円) 
・申込締切：平成 27年 4月 2日(木) 
・申 込 先：須江 二郎 
      Tel/Fax：0294-53-5901  

 E-mail ：j-sue@nifty.com 

１．第６３回 研修会 
[首都圏外郭放水路と野田市近代化産業遺産見学] 
春日部市にある首都圏外郭放水路(巨大な地下調 

圧水槽、ミュージアム龍Ｑ館)と、キッコーマンで 
知られる野田市の近代化産業遺産(郷土博物館、他) 
の見学会を実施します。皆様の参加をお待ち致して 
おります。 
・開 催 日：平成 27年 3月 27 日(金) 
・集 合：大甕駅前(常陽銀行大甕支店前) 7:00 

       日立南ドライブイン 7:10 
 ・帰着時間：18:00頃の予定 
・会 費：5,500円予定(昼食代、他） 
・募集人員：先着 40 名 
・申込締切：2月 15日(日) 
・申 込 先：石田 和夫 

  Tel/Fax：0294-34-0209 
E-mail ：ishida.kazuo@nifty.com 

４ 

訃 報 苦楽を共にした次の方がお亡くなりにな
りました。衷心よりご冥福をお祈り致します。 
千葉  敬夫  平成 25 年 07 月 06日 享年 81歳 
加茂  友一  平成 26年 03 月 11 日 享年 69歳 
遠藤  正男  平成 26 年 05 月 16 日 享年 92歳 
滑川  京一  平成 26年 11月 26 日 享年 90歳 
細川  靖  平成 26 年 12 月 17 日 享年 82歳 
竹盛  建而  平成 26年 12 月 17 日 享年 74歳 

編集後記 会員の皆様、あけましておめでとうございま
す。会員投稿、髙橋さんの｢居合道 20 年｣のお話に魅せ
られると共に、道を極めるに、開始年齢を気にすること
はないようです。リレー随筆､松井さんの｢栄枯盛衰を想
う｣では、成功体験固執に反省あるいは、脱却に苦労さ
れた会員諸氏も多いと思います。本年も研修会、同好会
行事などに奮ってご参加ください。    長島重和 
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